
徳島大学 (2011)〉 総合科学部 〉 自然システム学科 物質・環境コース 物理系サブコース [⇒English]

細胞生理学 II 2単位 3年 (前期)

大橋眞 ·教授 /社会創生学科，真壁和裕 ·教授 /社会創生学科，松尾義則 ·教授 /社会創生学科，佐藤高則 ·准教授 /社会創生学科，渡部稔 ·准教授 /社会創生学科

【授業目的】生物は，生息する環境条件に対応して，細胞の数を増加させること
で生命の維持をはかっている．この講義では．細胞増殖のメカニズムである
細胞の分裂機構とその調節形について，テキストを読みながら解説する．

【授業概要】細胞分裂と細胞周期の調節
【キーワード】細胞周期，アポトーシス，細胞分裂
【先行科目】『細胞生理学 I』(1.0)

【関連科目】『発生学』(0.5)，『生体有機化学 II』(0.5)，『細胞情報学 I』(0.5)

【履修上の注意】授業の前に必ずテキストを読んでくること (読んでくる範囲は，授
業毎に指示する)．遅刻は認めない (担当教員が入室後には，学生の入室を許
可しない)．講義室内での飲食，携帯電話の使用及び私語は許さない．

【到達目標】細胞周期に関する基本的な学術用語 (英語表記を含む)を理解する．
細胞増殖が，生命現象の中で演じる役割の基本的な事柄についての理解を深
める．

【授業計画】
1.ガイダンス及び細胞の進化
2.第 18章 細胞周期と細胞死 1．細胞周期の概要
3. 2．細胞周期制御系 (1)
4. 2．細胞周期制御系 (2)
5. 3．プログラム細胞死 (アポトーシス)
6. 4．細胞外から細胞数と細胞の大きさを制御する
7.第 18章の試験
8.第 19章 細胞分裂 1．M期の概観
9. 2．有糸分裂 (1)

10. 2．有糸分裂 (2)
11. 2．有糸分裂 (3)
12. 3．細胞質分裂 (1)
13. 3．細胞質分裂 (2)
14.第 19章の試験
15.第 18·19章の試験
16.総括授業

【成績評価】1章終わる毎に，学術用語 (英語表記を含む)とその概要をテストす
る．期末試験では，講義の範囲内から，総合的に考える問題を出す予定．い
ずれの試験も，ノート等の持ち込みは不可である．3回のテストと日常の取り

組みに基づいて評価する．
【再試験】行わない
【教科書】テキストとして，「Essential細胞生物学 原書第 2版」中村桂子 ·松原謙
一監訳，南光堂を使用する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219413
【連絡先】
⇒大橋 (656-7261, ohashi@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒真壁 (N3220, 088-656-7269, )
⇒松尾 (適応進化学研究室, 656-7270, matsuo@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒佐藤 (3N05, 088-656-7657, tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 授業時間以外の平日 9:00-17:00)

⇒渡部 (088-656-7253, minoru@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
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